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ここがポイント！【研究内容】

気軽に体の状態が把握できる
センシングデバイスの実現を目指して
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病気の早期発見を行うには「いつでもどこでも簡単に体の状態が
把握できる」環境の実現が重要です。そこで私は、「集積回路か
らデバイス実装方法、信号処理（圧縮センシングや機械学習等）」
を融合的に研究することで、従来技術の課題解決を行い、小型・
軽量・長時間動作が可能な次世代センシングデバイスの実現を目
指しています。現在は「脳波や心電図等の生体信号計測ウェアラ
ブルデバイス」や「内視鏡や超音波エコー機器を対象とした医療
機器」に関して国内外の研究者と共同研究を進め、様々な世界初
の研究成果を発信しています。

生体信号、信号処理、集積回路、IoT、センシング

応用分野 医療・ヘルスケア分野、IoTデバイス、ポイント・オブ・ケア
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